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　Unter　｡ｇｅｎｅtiｓｃｈｅｒＭｅtａｎｉｏゆkoｓｅ"　ｗiｒｄeine Analyse und Konstruktion des sogenanter!
Lehrstoffes verstanden. InｇｅｗｅtiｓｃｈｅｒＭｅtａｍｃｙｆｐｋｏｓｅｓeht es wesentlich nicht um die wissen-
schaftsgeschichtliche Analyse der naturwissenschaftlichen Begriffe und Theorie als
Bildungsinhalts, sondern zuerst um die neue Konstruktion der Situation, in der die Schuler
diese Begriffe und Theorie von selbst aus seiner Beobachtung derしbestimmten, urspriinglichen
Panomenen der Natur einfallen kann, d. h., die Genesen der Begriffe und Theorie dem Schuler
versichert werden konnen. Sogar fur g四etische丿detamoゆhose als Voraussetung fur die Konstruk-
tion ｄｅｓｇｅｎｅ臨硫ｅｎ　Ｌｅｈｒｅａｎｅｅ八istsowhol die Analyse der entscheidenden Wendepunkte der
Genesen in der Wissenschaftsgeschichte als auch die Auswahl des Experiments, durch das die
Schiller die Erkenntnis des Aspektcharckters der Naturwissenschaft gewinnen kann, unentbe-
hrich. Auch fur heutige Ausbildung der Lehrer der Naturwissenschaften diirfte also die
ｇｅｎｅtiｓｃｈｅＭ tａｍｏｒｂｈｏｓｅａｌＳeigenartige didaktische Analyse bensondere Berucksichtigung
finden.
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　ヴァーゲンシャイ‥ン(M. Wagenschein,
1896-1988)の死去にあたって，その長短はとも
かく，西ドイツの多くの教育関係誌が追悼論
文･記事を掲載した1）。この事実は，彼の=（自然
科学の）教育学・教授学及び実践が西ド子ツの
教育界に大きな足跡を残したことを物語ってい
る，と言えるのではなかろうか。周知のように
1960年前後には，彼がその中心的推進者・実践
者の役割を果した範例的教授論・範例方式が西
ドイツでは大きな反響を呼んだ。またそれは西
ドイツのみならず，我が国にも紹介され実践さ
れたのであった2)。
　ところで,寸960年代後半以降，彼の教育学的
考察は，主として発生的原理・発生的教授論を
めぐって展開してきた。そのうち，筆者は発生
的原理の構造や発生的教授過程の特質について
は既に言及している。そﾀﾞこでこれらの詳細は別
稿に譲り，ここではまず，以下の論究に必要な
点に絞って述べておくことにする。
　発生的原理は,｢連続性｣,=｢即事性｣,｢根付き｣，
｢感情的契機｣重視という要素的原理からなり,/
その中では丁根付き｣が中心的原理である。さ
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いるのかを決定するものではない。つま万り，こ
のことは「非決定性」(Unentscheidbarkeit)以
外のなにものをも証明していないのである。
　このように，「地球が自転している」という考
えも確かに可能ではある。ところがこの考えは，
ごぐ自然なままのあらゆる経験に反しているよ
うに思われるのであるレそのため日常経験から
この考えに対しては,次のような異義が起こる。
　すなわち，例えば，地球が西から東へ自転し
ているとすれば√絶え間ない東風が当然吹くは
ずではないか。そのように地球が自転している
とすれば，300m／ｓｅｃぐらい（西ドイツの緯度）
で回転しているので，例えば手を離れたボール
は西隣の庭にうなって飛んで行くに違いない。
そうするとこのボールをだれもつかみようがな
いではないか。あるいは，地球が自転している
とすると，落下する物体は一般的におおむね鉛
直に地球に落下するはずがないではないか。と
ころが，日常経験によれば，絶え間のない東風
はないし，そうしたボールを容易につかむこと
ができるし，落体はおおむね鉛直に落下するよ
うに思われるのである。そうすると地球が西か
ら東へ自転しているとは言えないではないか。
地球め自転に対しては日常経験からこういった
類の異議が起こるのである。
し　２．物体の慣性についての予備的考察
　こうした異義を検討するために√物体がその
運動を持続する程度についての考察及び実験が
必要になる。ここでは急行列車のなかでの経験
が引き合いに出される。急行列車の経験から，
西から東へ自転する地球上にある本から落下す
るりんごが，西の方へ目だつほどには取り残さ
れないことにすぐ納得できる。すなわち，りん
ごは本やその枝から，東の方へいねば投げられ
るのである。これは丁度，急行列車の網棚から
鉛直に落ちる旅行かぽんと同じである。すなわ
ち，軌道から判断すると，その旅行かばんは進
行方向に投げ出されるのである。旅行かばんは，
乗り物の｢勢い｣(Schｗｕｎｇ)を，りんごは本の
｢勢い｣を，それ自体の中に保ち，それを十分長
く維持するのである。この意味で，旅行かばん
は丁頑固」(beharrlich)で，「怠惰」(trage)な
のである1o）。これと同じで,回転する地球上でさ
え，木から落下するりんごが西の方へ取り残さ
れなぐて済むのである。したがってにりんごが
鉛直に落ちるということは，決して地球の自転
に対する異義にはなり得ないのである。無論決
七てそれに対する論拠にもなり得ないのであ
る。　十　　　　　　　ユ
　そうすると今度は，始めに期待した「西方ず
れ」(Westabweichung),つまり地球が自転して
いるとすれば，木から落下するりんごのような
落下物体が鉛直に落下するのではなく西側に取
り残されるのではないか,つという期待とは正反
対の期待が考えられるのである。
　　３．「東方ずれ」の実験結果の参照とその
　　=シュミレーション｡
　地球がもしメリーゴーラウン下のように回転
じていれば，非常に高い塔から石が落下する場
合，その高い塔のうえにあるこの石は地上より
もずっと迷い「勢い」ﾚ（［線速度Ｄをもっているﾚ
ことになる。先に述べた急行列車の網棚から落
ぢる旅行かばんの経験から，石が落下する瞬間
には，塔の先端がその石を東前方へ投げること
に気づく。石の方から述べればこうである。す
なわち，石はこのように高い塔から落下する開
申，この塔の上でもっでいた地面より速い「勢
い」を「忘れる」ことができず，石はその「勢
い」を「頑固に」伴ない，その「勢い」を地面
にあたったときに手放すのである。もし塔の高
さを知っているならば，このような「先飛び出
し」(Vorsprung)を計算できる。例えば, 1802
年に実験が行なわれたハンブルクのミヒャエル
塔の高さは76.3mであった。そしてハンブルク
に相当する,ﾉ「地球というメリーゴーラヴンド」
の帽(Speich)［半径，つま呪ﾉｸヽソブルクから
地軸への垂線の長さ］を知っているならば,しこ
めような丁先飛び出し」を計算できることが明
らかになる。授業のなかでこのような計算を実
施する必要は全くないし，実際めったにできな
いものである。それゆえ√ここでは，地球が24
時間で回転する場合，「東方ずれ」(Ostabwei-
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生徒は，我々と一緒には満足してはいないから
である。すなわち,つ生徒が多少なりとも自立的
な頭脳の持ぢ主であれば，欲求不満になる，と
いうのである。仮に，地球が自転していること
を以前から予想していなかったとすれば√フー
コーはそうした実験を実施するということそれ
自体に至り得なかったのではないか。/このよう
な始めはばかげた考え，つまり日常経験からは
到底信じ難いような考えを一体どのようにして
思いついたのか。これが生徒の疑問の核心なの
である。そのとき我々は,フごコ÷はそれをフ
ペルニクスから知り，コペルニクスはキケロか
ら，キケロはアリスタルコス(Aristarchos, BC.
310-230頃)から知った，と生徒に言うことはで
きる6しかし，この生徒は，アリスタルコスが
どのようにしてそれを思いついたのか，今度は
こう尋ねるのである14)。　　ニ
　このように生徒が問いかけるのは，言うまで
もなく歴史的関心からではない。ヅアーゲン
シャインは，こうした問いかけが生徒の健全な
躊躇に由来している，と見る。つまり，フーコー
やアリスタルコスを一種の魔術師と看倣して良
いかどうか，という躊躇に由来しているという
のである。生徒がこのように躊躇するのは,フー
コーやアリスタルコスが，後に洗練された方法
で立証するとはいえ，全く経験によらずに，｢地
球が自転している｣という発想をしたとすれば，
彼らがあたかも霊感をもっているかのように感
じるからである15)。
　いずれにせよ，アリスタルコスがどのように
して地球の自転の考えを思い付ぐに至ったか，＝
生徒はこの点を問題にしているのである。言い
換えれば，この生徒は,寸歴史的に問うているの
では全くなく，発生的に問うているのであ
る。｣16)ヴァーゲソシャインぱ,随所で[発生は歴
史ではない]，とくり返し，両者の相違･区別を
強調している17)6そして,彼はこの発生を決定的
に重視する。ここで言えば，地球の自転という
考えが生徒自身に浮かぶことに腐心するのであ
る。そういうことが果たして可能かどうかは疑
問の余地がないとはいえない。しかし，ごうし
た観念の発生が生徒においても実際に可能であ
る√とヴア･－ゲドシャインは確信している。こ
　の確信は，次のよケな論理に依拠しているので
　ある。すなわち，地球の自転の考えが，アリス
　タルコスあるいはそれ以前の学者にも既に見ら
　れるほど昔からあり，しかも人間の手付かずの
　天空は確かにあっヶだものの，当時はたいした装
ﾚ置や器具もなかったのにそう七だ観念が生れた
のである。そうであれば,しこういう状況下で当
時一人の天才に浮かんだ着想が今日でも一少し
ばかり/指導吝れればーだれにでも容易に浮かぶ
に違いない18)ノこれがヴァーゲンシャインの確
信の根拠である。しかも,犬ヴァーゲシシャ不ン
は独自の自然観19)に依拠して，天空の初源的現
実が何らかの方法でアリスタルコスに｢語りか
け上たに違いない，と/考える。そしてこの寸語
りかけ｣によって，地球の自転の着想に至った
のである，と考えるのである。さらに，この初
源的現実が我々にも話しかけて，我々に思考し
たいという気を起こさ甘るのは疑いない，と確
信しているのである2o)。　　　　　　/
　そこで，グァムゲンシャインは，アリスタル
コス及び彼の先駆者がいかなる初源的現実の観
察からどのようにして地球の自転という着想を
得たのかという探究√つまり地球の自転の考え
の発生状況の探究に向かうのである。しかし，
ごの探究は，発生状況の完璧な解明ではなぐ丿
むしろ発生状況の新たな構成といわざるをえな
いものである。その結果は次のようなものであ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　コ　＼
　アリスタルコスは万，地球から太陽までの距離
が地球から月までの距離の幾倍にも及ぶと規定
していたし,コ月相も理解していた。彼あるいば
その先駆者の着想の生産的な点は，三日月を太
陽に朧慮して，言い換えれば，｢月一太陽の位置
関係上を一つの｢ゲシュタルト｣として説明す
ることにあったにちがいない。彼らは，今日で
もだれもが見ることができるものを，つまり，＝
太陽を一緒に視野に納めるこ七を要求せずに
ゆっくりと，そして｢無造作に｣，月を見ていた
に違いない。すなわち，ここでは一つの暗い球
[つまり，みずから発光しない月]力≒そのはる/
か背後の斜めに浮かんでいるに違いない巨大な
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　のはあらゆる自然のままの経験と矛盾している
からである。このように考える人の典型として，
ティコ・ブラーエは次のように書いている。
　　　｢‥･一体どめようにして，真直の高い塔から，
　適切な方法で落とす鉛の球が,その鉛直下にある
　地球の点に当たることができる=のか,おっしゃっ
　て下さい｡簡単な数学的考察は,こうしたことが，
　　運動している地球においては全く不可能である
　　ことを，君たちに示している。我々の緯度におい
　　てすら，ある地球の点は１秒間に300歩ほどさえ
　　東の方へ回転するに違いなかろう。尹)
　ケプラーもこれに取り組ん廿いる。　上
　　０・･石が落下する場合，地球の中心から地表
　　面を通って石の中心へ引く垂線から少しばかり
　　離れる。また地球が西から東へ運動する場合,石
　　の垂線は次第に地表面より西の方に横だわって
いる部分に当たる6石は地球に完全について行く
　　のではなく，その後に残されるのである。｣28)
　　このような思想の展開から，地球の自転の考
　えが地歩を占めるには管匪の法則が不可決であ
　ることが分かる。しかし，それははじめから厳
　密な形で必要なのではない。｢物体的なもの，そ
　れは空気の抵抗がなく，他の摩擦もなく，一般
　に全く他から影響がなければ，すなわちそれ自
　体全く孤立したままであれば，直線軌道を走っ
　て一恐らく一静止する＼までに長い時間を要す
　る｣，という大まかな把握でさしあたり十分であ
　る。そしていったん地球の自転が理解されれば，
　今度は逆に，地球の自転から厳密な慣性の法則
　を得ることができる，とヴァーゲンシャインは
　考える29)。し　　　　　　　　　　　　レ
　結局，ヴァーゲンシャインは，地球の自転の
思想の展開を分析して，その決定的な転換の鍵
が慣性の法則にあることを確認している６いう
までもなく，科学思想史の上ではこのことは周
知のことではあるが↓彼は，これを｢地球の自
転｣の教授過程に取り入れている。しかも前述
のように急行列車における経験という生徒の身
近な経験を引き合いにだしてノ贋性の法則を地
球の自転を説明する論理の展開の中に無理なく
導入しているのである。したがって，発生的教
授過程では，地球の自転の思想史が問題なので
はない。そうした思想史の決定的な転換点こそ
問題なのである。彼にとうて√｢教授学的な意味
での発生的な思考の系列は精神史的な途筋と一
致する必要がない｣七√｢子ども発生的途筋は，
人類発生的途筋て歴史的途筋｣と一致してはい
ない。｣39)それゆ:え，T地球の自転｣の発生的教授
過程では，アリスタルコスからすぐにコペルニ
クズに到達するのであって，歴史的な中間状況
は当然扱われないのである。　　＜
　　３．「東方ずれ」の実験と理論及び教授過程
　　ニにおけるその意義犬　　　し
先に述べたように=，「地球の自転」の発生的教
授過程では，「東方ずれ」の実験が重要な位置を
占めていた。無論厳密な形でその実験を行なっ
ている訳ではない。しかしこれまで行なわれた
「東方ずれ」の実験結果を参照し,ダそれをジュミ
レーションしているのである。周知のように，
通常，地球の自転にづいて教授する場合，フー
コー振り子の実験が地球の自転を実証する決定
的な実験として必ず引き合いに出される。とこ
ろが√この発生的教授過程ではフーコー振り子
の実験は取り上げられず，「東方ずれ」の実験が
これに取って代っているノしかも，ヴァーゲン
シャインは丿地球が実際に回転しているという
ことについて，これ［東方ずれの存在］よりも
よい説明を知っている人にあってみたい」31）と
まで言い切っているのである。この点について
は立ち入っで吟味する必要がある。それはこの
点に，つまり，「地球の自転」の教授過程におい
てフーコー振り子の実験ではなく「東方ずれ」
の実験を決定的に重視するとごろに，通常の教
材研究とは異なる「発生的メタモルフォ六ゼ」
の独自の立場の一端が現われている，と見るこ
ともできるからである。それゆえ，「東方ずれ」
の剣験とイ地球の自転」の発生的教授過程にお
けるその意義について吟味しなければならない
のである。･｡･･｡｡｡　　　･･｡　　　　･｡　　　･｡
　　（1卜「東方ずれ」の実験結果　　し
　もともと「東方ずれ」の実験は, 167り年に
ニュートンがフックに宛てた返書の中で提案さ
れたものである。ニュートンは地球の自転を確
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図２．フラマリオンの実験結果(144球の場合）
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涅
　　　　　図３．△Ｚの間の回転運動
い，と言ってはいる。しかし√この程度の理論
の導き方であれば，数学的に見ても高校生に十
分理解できるものと思われるからである。
　塔から落下する物体は，落下した瞬間から，
二つの速度がその運動を規定する。その物体は
先ず第一に出発点の水平線に平行な，東向き
十
　　　の接線方向の速度をもっている。第
　　　二に，その物体に重力が影響する。
　　　それは，その物体に重力加速度ぶを
　　　与える。赤道にある物体にとっては，
　　　東方向の接線速度はおよそ460m／
　　ＳｅＣになる。物体が落ち始める瞬間:
　　　に，重力は東向きの水平方向の速度
　　　に対して鉛直に作用する。わずかな
　十時間後は，もはやその方向とは同じ
　　ではない。つまり，回転のため，出
犬発点の重力方向とは異なるのであ
束　る。重力加速度は，それゆえi出発
　　点の水平線の方向（本来の水平線方
　　　向）に成分を与える６この成分は東
　　　方向の接線速度を妨害し,しそしてそ
　　　れを小さくしている（図３参照）。十
　先ず，赤道の上の高さ/Zのところ
　十にある物体を考えてみると，Ｒ＝
　　　ｙ十みは地軸からの距離である。＆，
　　を地球の回転の角速度とすれば,＼物
　　体の回転速度はＲ。である。いま，
　　一落下時間をｆとする。求だ,微小な時
間△Zを考えて, t― n△/とする。微小な時間△Z
の間に束方向の水平行程は五‰J△Zである。時間
∠Ｍの間に√始めの垂線は角ω∠Ｍだけ回転する
から，第二の微小時間△jの始めに，重力方向が
放された物体の水平方向の行程Ｒｍ△/と↑¬
ａ,△ﾚzの角度を成す(図３参照)。?ま重力による
速度である。速度･?よ，本来の水平線方向にあ
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言うまでもなく，このような水平東方以外の方
向についても，回転する地球に固定した座標系
による運動方程式が立てられる38)。
　ただし，ここでは東方向のずれの計算にあ
たって，空気抵抗の影響や地球が少し扁平に
なっていて完全な球でないことによる影響は全
く顧慮していない。
　　（3）「東方ずれ」の実験の「地球の自転」の
　　　教授過程における意義
　「地球の自転」の発生的教授過程において，な
ぜフーコー振り子の実験が地球の自転を実証す
る実験としてふさわしくないのか，この理由に
ついてヴァーゲンシャインは詳細に論じてはい
ない。わずかに言明しているのは,Ｔフーコー振
り子の実験が，（実験上の難しさを度外視して
も）心理的にかなり大きな難しさをうむ」39）といj
うことである。これはヴァーゲンシャインの長
年に及ぶ授業経験に由来するものであると思わ
れるが，それ以上は言明していない。 IIIの１で
述べたように，地球の自転についての教授を
フーコー振り子の実験による実証だけで留める
のならば，それは生徒たちに疑念を残すことに
なる。つまりこれは，フーコーがそうした実験
を考案すること自体，地球の自転について彼が
既に知っていたことにならないのか。そうだと
すれば，一体フーコーはこの考えをどこから
知ったのか，という疑念である。確かに√心理
的な難しさの一つには，生徒がもち続けるこう
した疑念も含まれよう。しかし，そうであると
すれば，この難しさは，生徒たちに「地球の自
転」の考えが発生した後で（IIの１及びｍの１
参照），フーコー振り子の実験を実施することに
よって解消されるように思われる。
　それにもかかわらず，フーコー振り子の実験
が発生的教授過程で取り上げられていないの
は，今述べた疑念以外にも心理的な難しさがあ
るものと思われる。これに対する示唆を与えて
くれるのが，「東方ずれ」の実験に関する次の評
＼価である。すなわち，「『東方ずれ』の実験は，
　た‥とえ報告されるだけであっても（ﾚしか七正確
　に）√その実験におのずと考yえが及ぶので，その
　後不必要なフーコー振り子［の実験］よりもご納
　得さ甘る効果がある。」4o）この評価から言えば，
　フーコー振り子の実験は寸おのずと考えが及ば
　ない」もので,一その点で心理的難しさがあり，
ﾀﾞ他方，「東方ずれ」の実験ぱ「おのずと考えが及
　ぶ」もので，心理的に難しさがないということ
になる。この相違点こそ，丁地球の自転］の発生
的教授過程における，一方ではフーコー振り子
の実験の難点を示し，逆に「東方ずれ」の実験
の意義を示している，といえよう。
十さらに，発生的教授過程の特質41）という点か
ら言えば，先ず第一に，「東方ずれ」の実験が，
玉の２及びIIIの１で示したような暫定的な費匪
　の法則の理解から予測可能であることである。
　しかもこの実験は地球の自転の思想史において
　この考えを阻んでいた疑念に直接答えるもので
ある。これはー発生的原理のうち，連続的な理
解を保障としようとする「連続性」の原理に適っ
ている。第二に，フーコこ振り子の実験に由来
する感情･驚きが，「機械に由来する驚き」42）で
あって√ヴダーゲンシヤ子ンが望んでいる驚
き･感情的契機ではない。ごれに対して，「東方
ずれ」の実験はフーコー振り子の実験ほど洗練
されず精緻化されていないので初源的現実との
関連をより多く保ち，「感情的契機」重視の原理
に即してじる。第三に，「東方ずれ」の実験のこ
の性格は，ヴァーゲンシャインが強調して止ま
ない，初源的現実との関連性，つまり［根付き］
を生徒たちに保障し得るのである。最後に，「東
方ずれ」の実験のこの性格は，IIの３で示しか
ようなシュミレーションを通じてその実験方法
を生徒にとって理解しやすくし，それゆえ，物
理学の命題の確実性とデ,¬夕の数がどうかかわ
るか,物理学の実験結果がどのように生じるか，
という科学論的考察ぺの途を生徒:に開いている
のである。この種の科学論的考察は，既に度々
指摘したように43)自然科学による陶冶が成立
するためには欠くことのできないものなのであ
る。丁東方ずれ」の実験は，「地球の自転」の発
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趙U:を果して卜る諸々の
り源的ﾚ自然の現実から離
徒仁なししみやすい実験，
(精緻化ﾉ･洗練されてい
万………=万=教授過程に導入するこ
)鎖発生的教授過程の例
尹ヤられレているフーゴー振
東方ずれ｣の実験を教授
芦……:ぐこ･J･･れ･.a･こあ尭るレ＞
どでにy関連するが，自然
堅解ば=かりﾉではなく，教
り限界,く………適用範囲レ方法
k……Jり=･,科学論的認識を可能
ごｿとで:あくる。……=これは
とことﾄ丿で欠＼くくこ＼とのでき
頻ク下]カラクノクムの認識
〉｢地球の｣自転｣の発生的
r:4:ﾌ=゛万.･j･j=･I｢東方ずれJyのシュミ
↓jﾚ尚1万一物.理学め実験結果が実
jるﾚか丿などﾉを考察させる
ﾄ☆ゼ｣くは,…………:発=生的教授論
サノ方を示していjる=ご=そし．
七串プ]示÷ゼレは現代の
養戌にくとづて少なからぬ
りれる√そ=れは√現
丿二理論を子ども.たち
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　自らが形成すること，また「科学ぞのもの↓を
　理解するばかりではなく，「科学について」をも
　理解することを眼目としているからである丿発
　生的メ〉タデ巳ルフォーぜ］はこうした現代理科教
　育の要請に応え得る「教材研究」の一つなので
　ある。その中核的な手続きとして少なぐとも，
今述べた4/点が指摘できようレ
　　言うまでもなく,ト「発生的メタモルフォーゼ」
　は教材の単なる科学史的な研究でもないし，教
　授過程への科学史の導入でもない。ま＼さしく「発
　生は歴史ではない」し，「発生的メタモルフォー
　ゼ」においては，「現象から概念へと至る道が問･
　題なのである。」48?これはむしろ必然的ともいえ
　よう。というのも自然科学の概念・観念などの
　発生は，個々の人間の精神世界にかかわるもの
トである。それゆえ，科学史におけるそうした発
生の真の姿・実態は解明し尽くせない面がある
　ことは否定できない。したがって，教授過程に
　この発生場面を取り入れると言っても，結局こ
　の発生場面を推定し，構成せざるをえないので
　はなかろうか。単純化して言えば，この問題は，
　科学史研究における相対する立場にも関連して
　くる。つまり，ポパー(K. Popper)√ラガトシュ
　(I. Lakatos)らの科学の［合理的再構成］
　(rogical reconstruction)か，ハンソン(H.R.
　Hanson),ターン（Ｔ.Ｋｕhn）らの科学の「現
　実史」(actual history) か，という対立である州。
　これらの立場から見れば，ヅアーゲンシャイン
　の関心は，もともとあった科学の「現実史」か
　ら「合理的再構成」へと移行しているように思
　われる。　　　　　　　　　　　　　犬
　いずれにせよ，「地球の自転」の発生的教授過
程では，「東方ずれ」の実験が極めて重視されて
いた。他方，「発生的」以外の通常の教授過程同
様，我が国でも，地球の自転を示す実験として
はほとんどフーコー振り子の実験が取り上げら
れ，「東方ずれ」の実験は全くといってよいほど
取り上げられていない。この点で，「東方ずれ」
の実験の有効性について，実証的な検討をも含
めた，立ち入った検討が必要である。また，現
在の理科教育では「慣性の法則」と丿地球の自
転」とが別々の箇所で扱われ，分断されて教授
されているＥこの点についても検討が必要であ
る。こ:れらの検討は次の機会の課題としたい。
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